


★強引な土地販売に注意！・・・福岡県消費生活センター
（相談事例）

自宅に訪問してきた業者に土地の購入を勧められ、断ったが、「サクラで良いから」と説得されて、現地に車で連れて行かれた。インターチェンジに近く、若い人に人気だから将来建売住宅を建てて売り出せば必ず値上がりすると勧められた。「家族に相談したい」と言ったが「相談したら１００％断るように言われる」と内緒で契約するように説得された。翌日、業者の担当者に車で銀行に連れて行かれ、現金を下ろして全額支払ってしまった。解約希望。（７０代　女性）
（処理結果）

登記簿を確認したところ、既に相談者の名前で登記済みでした。センターから販社に連絡し、市街化調整区域に「建売住宅を建てることはできないのではないか」と交渉しましたが、業者は建売住宅の説明はしていないと主張し、センターあっせん中であるにもかかわらず、相談者宅を訪問するなどの行動が見られました。相談者の希望もあり、弁護士に委任することとなりました。
（アドバイス）

・　土地の適正な取引価格は、素人にはなかなかわかりにくいものです。土地を購入する場合は、業者のセールストークをうのみにせず、現地の自治体に課税評価額を確認したり、実際の土地の売買状況などについて調べたりするなど、慎重に判断することが大切です。
・　契約を急がせる業者は要注意です。業者の説明に不審な点がある場合は、お住まいの自治体の消費生活センターなどに相談しましょう。

★インターネット接続回線 理解して契約していますか？…宗像市消費生活センター
（相談事例）
「電話やインターネットを光回線にしませんか？」との電話が何度もかかってくる。一度資料を送ってもらったら、「届きましたか？　見ましたか？」と電話があり、「固定電話が使えなくなるので、今のうちに切り替えた方がいい」としつこい。大手電話会社だと名乗っていたが、実はその代理店だった。
（アドバイス）

　最近インターネット回線の勧誘電話の苦情が多数寄せられています。「固定電話が使えなくなる」との説明に根拠はなく、なかには資料送付を承諾しただけで、契約になっていたというケースもあるので注意が必要です。「他社より安い」などの説明につられ、内容を理解しないまま即決するのは危険です。日頃の電話やインターネットの使い方を考え、自分に合ったサービスを選び、必要がなければ毅然と断りましょう。

　インターネット回線の理解は非常にむずかしいので、ひとりで決めずに家族や周りにも相談しましょう。一般的に、動画や音楽を頻繁にダウンロード（転送）する場合は光回線、ホームページ閲覧やメールしか利用しないような場合にはＡＤＳＬ回線で十分だと言われています。代理店の連絡先がわからない、当事者間で解決できない場合には、電話会社のお客様センターや最寄りの消費生活相談窓口にご相談ください。



★「必ず価値があがる！？」　そんなことは絶対にない！
イラクディナール（海外通貨）購入で3,150万円の被害発生！・・・北九州市立消費生活センター

（相談事例）

「イラク通貨のディナールを購入しませんか。今後、貨幣価値の高騰が期待できる将来有望な通貨です。」と書かれた封書が自宅に届き、封筒を送った業者から「イラクの通貨は、必ず価値が上がりますよ！」と電話勧誘されました。その後、複数の業者から「書類が届いた人だけしか契約ができない。謝礼を弾むので、代わりに購入してもらえませんか。」などと電話がかかり、その投資話をすっかり信じてしまいました。

５ヵ月の間に６回に分けて3,150万円を振り込んだところ、業者と連絡がとれなくなったため、騙されたと思い、警察に被害届を出しました。（８０代　女性）

（アドバイス）
イラクの通貨「ディナール」は、国内では取引されておらず、換金性の乏しい通貨です。「将来儲かる」「ハイリターンが期待できる」などという業者の言葉を安易に信用してはいけません。その他にも「スーダンポンド」「アフガニ」「リビアディナール」「シリアポンド」など、聞きなれない通貨の購入を勧誘する悪質商法も見受けられます。

事例のように、販売業者のほかに別の業者が「高く買い取る」「自分の代わりに買って欲しい」と持ちかけてくる「劇場型」の投資商法が横行しており、第三者を装っていますが、実はすべての登場人物があなたのお金を騙し取る目的のため組織的に動いています。

　　　お金が振り込まれると、業者とは連絡が取れなくなることが多く、交渉自体が困難になるケースがほとんどです。契約する前に、まず家族や消費生活センターなど、信頼できる人に相談しましょう。

★ 強引な床下換気扇工事にご注意！･・･久留米市消費生活センター
（相談事例）

知らない人が自宅の床下付近を覗いていたので声を掛けると「自分は床下換気扇を取り付けた業者Ａです」と言った。「違う」と言ったが、Ａは家に上がり床下換気扇の電子タイマーを見つけ「壊れているので交換が必要」と言った。「交換は必要ない」と断ったが、Ａは金額の話もせず勝手に付け替えた。

「お金は払わない」と言ったら、Ａは携帯で誰かに連絡を取っていた。しばらくすると同業者らしいＢが来て、畳を上げカビを見せ「床がぶかぶかしている。換気扇を取り替えたらカビもなくなる。古い換気扇は下取りする」と言って、断っているにもかかわらず、あっという間に取り替えた。

床のぶかぶかが直り、仕方ないと思い分割での支払を希望したが、「手数料がかかる」と言って業者の車で銀行へ行き代金7万３０００円を一括で支払った。

契約した自分が悪いと思い諦めていたが、高額で生活にも響く。解約したいのですが？（80代・女性・１人暮らし）

（処理結果）

相談者の場合は、クーリング・オフ期間を過ぎていたため、契約の経緯を手紙で業者に送付するように助言し、センターからも業者へ電話し相談者の意向を伝えました。

業者は「手紙を読んで検討する」ということでしたが、後日相談者から「床下換気扇の撤去と返金があった」と報告があり終了となりました。

（アドバイス）

訪問販売で契約した場合、クーリング・オフ期間内であれば無条件で解約できます。工事が終っていても原状回復を求めることができます。

クーリング・オフ期間を過ぎていても、勧誘方法などに問題があれば契約を取り消すこともできます。事例のように断っているにもかかわらず再勧誘することは禁止されています。

強引な勧誘はきっぱり断り、断りきれず契約した場合は早めに最寄りの消費生活センターへ相談しましょう。



★○○教室の契約は慎重に！・・・福岡市消費生活センター
（相談事例）

インターネットで資格養成コースが８０回２４０時間で１８万円という安いパソコン教室を見つけた。受講回数と時間は掲載されていたが、受講期間は記載されていなかった。事務所に出向き当該コースは、半年ぐらいで修了できるが、受講期間に制限がない、３ケ月目からは月額会費３，９００円が発生すると説明を受け契約した。　　　　　　　　　　　　　　　　４回ほど受講したが、ほとんど自習形式で思った内容のものではなかったので、解約して未受講分の料金と受け　取っていないテキストの代金を返してほしい。

（処理結果）

契約書には有効期間が２ケ月と記載はあるものの、受講期間に定めがなく、半年ぐらいかかると説明を受けていた。そもそも２ケ月では修了不能な内容であり書面と懸け離れているため、「※特定継続的役務提供」であることを前提に相談者に契約書面不備によるクーリングオフの手続きを取るように助言した。しかし、事業者は有効　　期間が２ケ月以内であり、それ以降受講を希望する場合は月額会費が必要で、特定的継続役務提供にあたらないと主張を繰り返すばかりであった。結果、相談者は弁護士にクーリングオフ通知と既払い金の回収を委任することになった。

※【特定継続的役務提供】契約金額が５万円を超える「パソコン教室」や「学習塾」などで、２ケ月を超える期間継続して行なう契約。

（アドバイス）

パソコン教室など長期間継続してサービスを受ける契約を結ぶ時は、「安い」「お得」などの広告に惑わされず、受講内容や期間など契約内容を十分に検討するとともに、途中で解約する場合の条件などをしっかり確認しましょう。学習方法や内容などが分からない場合は、安易に契約しないようにしましょう。

★訪問での貴金属の取引には注意しましょう！･・･飯塚市消費生活センター
（相談事例）

Aさんは、貴金属を訪問してきた業者に売りたいと思って宝石を見せたところ、「他にも宝石があれば無料で査定しますよ」と言われたので、全ての宝石を見せると「高価な物があるので、持ち帰り査定し、後日持参します」と言われ、全ての貴金属を渡してしまった。その後不安になり名刺先に連絡したが通じず、あわててセンターに相談に見えました。（７０代　女性）

（処理結果）

契約書面や預り証もなく、名刺先にセンターから連絡をしましたが、電話は使用されておらず連絡が取れない為、警察に被害届を出すよう助言しました。

（アドバイス）

最近、高齢者を狙った貴金属の買い取り商法が問題になっています。事例のように業者が自宅に訪問して来ますが、消費者が売り手となり利益を伴う契約は、特定商取引法の適用がないのでクーリングオフができません。　　訪問して来た業者が本当に査定出来るかも怪しいものです。
また、後になって「やめたい」と申し出ても「既に処分した」と言って取り戻せない事がほとんどです。買い取ってもらうつもりがなければ、きっぱりと断りましょう。簡単にその場で取引をしないことが大切です。




★「サクラサイト」　に注意しよう！・・・福岡県消費生活センター

（相談事例）

携帯のＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）で知り合った人が、「自分は人気アイドルグループの一人と友達だ」とのことだった。アイドル本人は実際に女性と交際が出来ず悩んでいるので、「悩みを聞いて欲しい」などと言われメール交換するようになった。「通信料の他に最後にはお礼に３００万円払う」などと言われメール交換を続け、クレジットでメール代を払っていた。

最初のカードは限度額で使用不能になったので、別のカードも使っていたが、そのカードが２４万円になったところでカード会社から連絡があり、事情を話すと早く消費生活センターへ相談するよう勧められた。高額なメール代金になり騙されたことにやっと気がついた。お金を返して欲しい。（２０代　女性）

（処理結果）
　　  同様の事例を紹介し、今までの経緯を文書にして取消しを申し出るための抗弁書の書き方等、手続き方法を指導した。その後クレジット会社２社からの連絡を待って、決裁代行会社へ連絡を入れたところ、今回は消費生活センターからの経緯説明で検討するとのことであった。

その後、決裁代行やクレジット会社に進捗状況を確認しながら回答を待ったところ、決裁代行会社から「全てキャンセル出来た」と連絡を受け、クレジット会社に今後の手続きを依頼して終了した。
（アドバイス）
サクラサイト商法とは、サイト業者に雇われた“サクラ”が芸能人などに成済まし「悩みを聞いて」とか「お金をあげる」などとメールを送り、有料のメール交換サイトへ誘導し、高額な利用料を請求する詐欺的商法です。「芸能人からの個人メールはまず絶対にない」と考えて下さい。

今回の事例では全額返金されましたが、返金が困難なケースもあります。安易にメール交換には応じず、地域の消費生活センターへ相談しましょう。

★ 雑誌広告の「副収入サイト」は悪質出会い系サイト！？･・･宗像市消費生活センター
（相談事例）

ファッション雑誌で「メール交換でラクして稼げる副収入サイト」というページを見つけてアクセスし、仮登録した。すぐにメール相手の男性から「あなたに100万円あげるから受け渡しについてはサイトに確認してほしい」と100万円振込控えの証拠写真メールまで届いた。サイトに確認すると「受渡しには本会員として登録する必要があり、登録料として1万円必要」と言われた。
雑誌には実際に高収入を得ているという女性の顔写真入りの体験談まであったので信用して1万円振り込み本会員になった。すると今度はサイトから「明日、あなたに100万円振り込むが、10万円以上受け取る場合、換金チケットを2万円で購入する必要がある」とメールがきたので、怪しいと思い相談に来た。（20代　女性）
（アドバイス）

最近は、雑誌広告などでの「利益誘引型」出会い系サイトが多く、副収入を謳い文句に様々な理由で振り込ませる手口だと思われます。一度振り込んでしまうと取り戻すことが困難なため、将来得られるという収入を前提とした支払いは避けることが賢明です。



★「カンボジアの土地使用権を高値で」買い取る！？・・・北九州市立消費生活センター
（相談事例）

１か月ほど前から、「緑の封筒が届いたら価値があるので処分せず、必ず連絡するように」という電話がＡ社から頻繁にあり、先日、実際に緑の封筒が届きました。封筒には『カンボジアの土地使用権の購入』を勧めるパンフレットが入っており、Ｂ社が販売代理店となっていました。

後日、Ａ社から再度電話があったので、封筒が届いたことを伝えると「土地使用権は限られた人しか購入できない。あなたが1口10万円で購入してくれたら高値で買い取る」と言われました。信用できるでしょうか。（７０歳代　女性）

（アドバイス）

複数の業者が登場し、「高値で買い取る」などと言葉巧みに消費者の投資意欲をあおり、代金を支払わせる「劇場型勧誘」の相談が後を絶ちません。

「カンボジアの土地使用権」の勧誘は、今までになかった新たなケースと言えますが、その手口はこれまでの「劇場型勧誘」とほぼ同様で、買い取りが実行されたケースはこれまでに1件も確認できていません。

また、パンフレットには、リゾート開発や農作物売買の収益による配当が得られるとは書かれてありましたが、購入する「土地使用権」に関する具体的な説明はありませんでした。

このように内容をよく理解できないものを、安易に信じてはいけません。

一度代金を支払ってしまうと、やがて業者と連絡が取れなくなる場合が多く、返金を求めるのは極めて困難になります。不審なもうけ話などがあった場合は、最寄りの消費生活センターにご相談ください。
★「アパート退去時に払った修繕費を」返してほしい！･・･久留米市消費生活センター
（相談事例）

３か月前、2年間住んだアパートを退去した際、管理業者からフローリングと壁クロスの汚れを指摘され、掃除では落ちないので貼り替えると言われた。その後、修繕費20万円請求が来て、敷金12万円の不足分8万円を払った。フローリングの汚れはウォーターサーバーを置いていた跡であり、壁クロスの汚れはソファーベッドの後ろ側の汚れだった。知人からは普通の使い方をしていたのなら、修繕費の支払いは不要のはずと言われた。返してもらいたいのですが？（２０代　女性）

（処理結果）

賃貸アパートの原状回復についてはトラブルが多発しているため、国土交通省がガイドラインを作成し、解決のためのルールを示しています。

原状回復とは、借主が借りた当時の状況に戻すものではありません。借主に故意過失や善良な管理者としての注意義務違反があった場合、借主負担で復旧するというものです。

　フローリングや壁クロスの汚れが借主の不注意等によるものか、通常使用によるものかは当センターでは判断困難です。また掃除をしても落ちないのか、全面貼り替える必要があるのかについても状況により異なる事を説明しました。

しかし、借主が張替費用を負担することになったとしても、ガイドラインでは居住年数により負担を軽減する考え方を採用しています。これらをもとに、管理業者と返金等の交渉をしてみるよう助言しました。

（アドバイス）

交渉がうまくいかない場合は少額訴訟手続きを利用する方法もあります。簡易裁判所に申し立てますが、法廷は原則1回開かれて終わります。少額訴訟をした裁判所に異議申し立てをすることはできますが、判決に不服があっても、上の裁判所に控訴することはできません。主張を認めてもらうためには契約書などを確認するなどの事前準備が大事です。

60万円以下のお金の支払いを求める場合に利用でき、費用は申立手数料と訴状や呼出状などの郵便代だけです。




★「エステ店から紹介された美容クリニック」の治療費が支払えない！・・・福岡市消費生活センター

（相談事例）

街頭でエステの無料体験ができると声をかけられた。体験後、脱毛のエステティックサービスを勧められ６回の契約をした。５回の施術を受けた頃、エステ店ではこれ以上の効果がないので，紹介状を書くから美容クリニックでカウンセリングを受けてみないかと言われた。エステ店での脱毛で十分だと思ったが、断り切れず美容クリニックへ行くと、何の説明もないままいつでも解約できるから、契約書とクレジットの申込書を書くようにと言われた。月収の欄には、実際は６万円位だったが１３万円と書くよう指示され、レーザー脱毛と顔のピーリングの契約をした。

思った以上に毎月の支払いが高額になり支払えないので美容クリニックの契約を解約したい。

（処理結果）

センターから美容クリニックに架電し、いつでも解約できると言いながら強引に契約を勧めたり、本人の申告と異なる月収を記入させたりと問題があることを指摘し、解約の交渉をしたところ未施術分の精算に応じた。　

（アドバイス）

・エステティックサービスは、特定商取引法により期間が１カ月を超え金額が５万円を超える契約であれば、クーリング・オフや契約期間内の中途解約が可能です。

・美容クリニックでの契約は、クーリング・オフの適用がないばかりか中途解約の制度もないので、解約する場合はクリニックとの交渉が必要になるので注意しましょう。

・断り切れずに契約してしまったら、一人で悩まず家族や消費生活センターへ相談しましょう。

・エステティックサービスや美容クリニックでの契約は、高額なものが多いので契約をする前に十分に説明を受け、本当に自分に必要なものなのか検討し、必要ないものは勇気をもってハッキリ断りましょう。

★「ネット販売」には注意を！･・･飯塚市消費生活センター
（相談事例）

Aさんは、ネットでブランドのバックが割安だった為、前払いをして注文。送って来たバックは汚れてキズもあり、返品を希望したのに応じてくれないとの相談でした。又、連絡先の電話はなく、アドレスでの交換だった為、メールを送ったが返信がなく困って相談に見えました。（20代　女性）

（処理結果）

相手先の表示を確認すると、少々難有、返品不可と表示がありました。この様に表示していれば返品出来ない事と承知で購入した事になり、返品が難しい事を説明しました。

（アドバイス）

ネットは簡単で便利な面、この様なトラブルが発生した時、連絡が取れなかったり、きちんとした注文品でなかったりする危険性があります。又、ネット通販ではクーリング・オフはありません。前払いすると、お金だけ取られ商品が送ってこないこともあります。自分でチェックをし、被害に遭わない様に表示や住所、連絡先等プリントアウト等して、よく確認して利用することが大事です。




★「無料ゲーム」と思っていたら・・・宗像市立消費生活センター
（相談事例）

最近、小学生と中学生の子どもが2人で、携帯型映像機器をインターネットに接続しゲームをしていた。ゲームは、夫が事前に登録しているネットストアの中から、無料である事を確認して子ども達にさせていた。

ここ数カ月、カード会社からの請求金額が多いので不審に思って明細を取り寄せたところ、3カ月間で併せて23万円のゲーム代金の請求があり、既に２カ月分が引き落とされていることが分かった。無料のゲームをさせていたはずなのに、有料になっているのは納得できない。（３０代　女性）

（処理結果）

センターからカード会社とネットストアに調査を依頼したところ、「ゲーム自体は無料だが、ゲーム中に多数の有料アイテムを購入している。アイテムの契約に際しては、金額などの確認画面を表示し“買う、買わない”を選択できるようになっている。また、最初にストアに登録する際に、クレジットカードの情報を入力し、ストアで買った場合には、自動的にカード決済される旨を利用規約に明記している」とのことであった。

センターからネットストアに対し、契約者である親の不注意はあると思うが、使ったのが未成年者であることを伝え、未成年者契約の取消しを申し入れたところ、今回に限りすべて解約する事が出来た。
（アドバイス）

ゲーム自体は無料でも、ゲームの中で有料のアイテムを販売しているケースが増えています。今回は解約出来ましたが、登録時に利用規約に同意してカード情報を入力しているので、契約の取り消しが出来ない場合もあります。子どもにゲームをさせる際には、保護者は再度利用規約を確認するなどして慎重に対応するようにしましょう。

★「開運祈祷料」を返金して欲しい！･・･福岡県消費生活センター
（相談事例）

４カ月程前、開運ブレスレットのお試し期間４８時間を２週間に延ばして良いと言う担当者の説明を受け、祈祷料１万５千円を支払い購入することにした。その期間中に効果がなかった場合は返品可能で返金にも応じる約束であった。しかし、効果がなかったのでブレスレットを返品したが、その際、返金用の現金書留封筒と切手代まで同封した文書も販社へ送付した。その後、何度催促しても返金されず、商品代金１０万円まで請求された。支払った祈祷料を返して欲しい。（３０代　女性）

（処理結果）

センターから販社担当者に連絡し返金交渉したところ、“４８時間のお試し期間しか返金に応じられないシステムになっている。なお、商品代金は無料で、１万５千円は祈祷料です。”という返事であった。粘り強く交渉した結果、上司と相談するということになり、回答は引き延ばされたが、最終的には１万５千円の祈祷料のうちから５千円返金されることになった。
（アドバイス）

開運商法は雑誌やインターネットでこの商品を購入すると“運気が上がる”とか“願い事が叶う”などと広告していますが、効果が得られるとは限りません。また、広告には「効果がなければ返金」と記載されていても返金に応じない場合もあるので、注意しましょう。



★「還付金詐欺」が横行しています！・・・北九州市立消費生活センター
（相談事例）

社会保険事務所の職員を名乗る男から、「５年間の社会保険関係の還付金が３６，８００円あります。手続きが今日までとなっていますので、急いで手続きしてください。」と電話がありました。言われたとおりの電話番号に電話したところ、「ショッピングセンターのＡＴＭでなければ手続きができない。」と言われたので、近くのショッピングセンターへ行き、再度連絡し、電話で指示されたとおりにＡＴＭを操作しました。

自宅に帰って、振込票を確認してみると、遠方の信用金庫にお金を振り込んだことになっているようですが、騙されたのでしょうか。（７０代　女性）

（処理結果）

これは「還付金詐欺」であることを伝え、すぐに金融機関に連絡をするとともに、警察へも相談に行くように伝えた。

（アドバイス）

「還付金詐欺」とは、公務員などを装って「税金や医療費等を返還します」「還付金があります」と、お金が返還されるかのように偽り、現金をだまし取ろうとする詐欺です。

公共機関から、ＡＴＭでの手続きを案内したり、電話でＡＴＭの操作を指示することはありません。

相手が公的機関の連絡先と称して仲間の電話番号を教えるケースもあるので注意しましょう。

還付金や払戻金があるからといって、相手の言う電話番号を鵜呑みにせず、電話帳や電話番号案内などで、再度確認するように心がけましょう。

もし、不審な電話があれば、お近くの消費生活センターへご相談ください。
★「ＤＶＤソフト購入」を勧誘する不審な電話！･・･久留米市消費生活センター
（相談事例）

数日前、「ＤＶＤソフトのカタログが届いていないか？」と電話がありました。「カタログが届いたらぜひ購入してもらいたい。買いたがっている会社があるので、高値で引き取ります。」と言います。この時点では、まだカタログは届いていませんでした。後日、カタログが届いたために、業者に電話をすると「ＤＶＤソフトは40万円～100万円します。」と言います。

「今日、1時半に会う約束をしましたが、この業者を信用してもよいでしょうか」と相談がありました。

（７0代・男性）

（処理結果）

ＤＶＤソフトが何のソフトなのか、購入を勧める会社や買いたがっている会社がどういう会社なのか、買い取り金額がいくらかなど、分からないことが多いため、信用しないほうが無難だと伝えました。
（アドバイス）

ある業者から「Ａ社の社債を購入しませんか。高値で売れますよ。」の勧誘電話の後に、別の業者から「Ａ社の社債を持っていませんか？持っているならば、ぜひ譲って下さい。高値で買い取りますよ。」などと言われ、社債を購入したものの、結局引き取ってもらえなかった、などの劇場型勧誘販売の事例が多発しています。「譲って下さい。」の電話があったかどうかは不明ですが、新手の劇場型「ＤＶＤソフトの勧誘販売」と思われます。

突然の電話による安易な儲け話には乗らないようにしましょう。また、断りきれず申し込みをしても、すぐには相手の口座には振り込みこまないようにしましょう。身近な人や最寄りの消費生活センターなどへ相談しましょう。



★「冠婚葬祭互助会」の解約トラブル！・・・飯塚市消費生活センター
（相談事例）

Aさんは２０年間互助会に入り、毎月２千円ずつ支払ってきましたが、気持ちが変わり解約を申し出ることにしたところ、掛金の戻り金が少なくなり納得がいかないとの相談がありました。（７０代　女性）

（処理結果）

　互助会とは、先々のサービスを受ける為、前払いをする形で掛金を積立ていく支払い方法です。昭和５９年に約款が改正され、特別な理由がなくても解約出来るようになりました。但し、利息は付きませんし、掛金から約款に基づく解約手数料が引かれる事を説明したところ、納得されました。
（アドバイス）

互助会を預金と思い違いをして解約を申し出ると、掛金より戻り金が少ないとの相談がよくあります。互助会とは、毎月決まった金額を積立てていく形で支払っていきますが、預金とは基本的に別の種類のお金ということを認識しておくことです。手数料に納得出来ない等があれば（社）全国冠婚葬祭互助会に問い合わせてみるのもよいでしょう。
互助会とは、長期に渡る契約ですので、約款書類等を熟読し、紛失しないように保管しておく事が必要です。

★「頼んだ覚えがない商品」の受け取りを承諾した！･・･福岡市消費生活センター
（相談事例）

「先月の１０日に注文を受けたサプリメント３ケ月分を送る」と電話があった。頼んでいないと伝えたが、「確かに注文を受けている。商品を準備しているので、今回だけは受け取ってほしい。」と言われた。値段を聞くと「1万５千円」と言われた。受け取りたくなかったが「受取らなければ裁判所に訴える。」と脅され、以前にも健康食品を頼んだことがあったので、もしかすると先月頼んだかもしれないと思い仕方なく代引きで配達してもらうことを承諾した。

　　電話を切った後、先月の１０日は旅行中だったことを思い出し、頼むはずがないと気づいた。

商品が届いたら、どう対応すればよいか。

（処理結果）
商品の発送を了承させるために、「注文を受けている」と業者はうそを言って商品の発送を承諾させる手口と思われる。商品が届いたら受け取り拒否をして、業者名や連絡先を控えておき、何かあれば再度消費生活センターへ連絡するように助言した。
（アドバイス）

○業者から電話を受けても注文した覚えがなければ、はっきり断りましょう。　

○注文した覚えがない商品が届いたら、安易に商品を受取るのは止めましょう。

○事例のように商品を送ることを承諾しても、そもそも注文していないのであればお金を支払う必要はありません。商品が届いたら、業者名や連絡先を控え受け取り拒否しましょう。



★「投資詐欺の二次被害」に注意しましょう！・・・福岡県消費生活センター
（相談事例）

一昨年Ａ社の社債１２０万円を購入したが、連絡不能になり被害に遭った。そのＡ社と販社Ｂが合併したので、社債変更登録か償還手続き案内のＤＭが届いた。良く理解出来なかったので問い合わせの電話をすると、「償還手続きをすれば年率９．１％の計算になり、貴方に１４２万円が振り込まれる」と言われた。しかし、その前に「前払い税４万１千円を振り込んで欲しい。期日までに手続きしないと１２０万円が無効になる。販社Ｂの株と交換するなら２０口からなので、Ａ社の株では１２口になり、後８口購入しなければならない」と説明された。販社Ｂは信用出来るか。（７０代　女性）

（処理結果）

これは「投資詐欺」で二次被害の可能性が強いことを伝え、今後一切関わらないよう助言した。また警察へも相談に行くように伝えた。

（アドバイス）

販社は相談者が以前投資被害に遭っていることを知っており、投資詐欺の被害を取り返すよう装って、お金が償還されるかのように偽り、再度現金をだまし取ろうとする詐欺です。
被害者弁護団が結成されたとか隠し財産が見つかった等、被害を回復出来ると電話が架かることもあります。
もし、不審な電話があれば、お近くの消費生活センターへご相談ください。
★「屋根瓦の点検商法」に気を付けて！…宗像市消費生活センター
（相談事例）
5日前、作業着を着た建築関係の人から「お宅の屋根瓦は浮いており飛びますよ。」と声をかけられた。そのうえ「近くで工事をしているので、無料で釘を打ってあげる。」と親切そうに言うのでお願いした。ところが釘を打った後に、屋根のビデオを見せ「お宅の屋根はこんな状態。今の内に補修したほうがいい。」と勧められ高額な契約をしたが、後でおかしいと気づいたので解約したい。
（処理結果）

　  これは、安価や無料で点検や修理をした後に、高額な補修工事等を勧誘する点検商法です。点検商法は訪問販売なので、契約書面を受け取った日から8日以内であればクーリング・オフにより無条件に解除できます。すぐにクーリング・オフの通知書をハガキで出すよう助言しました。

（アドバイス）

屋根瓦が『浮く』とか『ずれる』とか簡単に確認できるものではありません。

業者の言葉を鵜呑みにせず、不安であれば屋根の施工業者に相談しましょう。

雨漏りなどで屋根瓦の補修が必要な場合は、複数の修理業者から見積もりを取り慎重に判断しましょう。




★「コピーブランド品の販売サイト」に要注意！・・・北九州市立消費生活センター
（相談事例）

インターネットでブランドバッグがとても安い価格で販売しているサイトを見つけたので購入しました。

商品が届くと、見本に載っていた色と違い粗悪なコピー商品でした。中国から送られてきているようです。サイト上に住所等の記載はなく、メールを送っても返事がありませんが、送り状にある中国の住所に返品したら、返金してもらえますか。（３０代　女性）

（アドバイス）

有名ブランドをかたるコピー品の販売サイトのトラブルが後を立ちません。

　事例のように、送り状に記載されている中国の住所に返品しても、返金してもらえる可能性は、極めて低いと考えられます。コピー品は、もともと権利者（ブランド）の権利侵害品であり、国内に持ち込んだり、国外に送ろうとすると罪に問われることもあります。やりとりがメールのみの場合は、サイト自体が無くなってしまうと、返金を求めることさえ困難です。

このような悪質サイトには、下記のような特徴が多く見受けられます。

・電話番号がなく、連絡はＥメールのみである。

・住所の記載がない、又は「東京都○○区」など正確な番地まで入っていない。

・日本語の表現におかしいところがある。

安すぎるものは、コピー商品ではないかと疑いましょう。

不安なときや困ったことがある場合は、すぐに最寄りの消費生活センターへご相談ください。
★「携帯で見つけた内職先」から次々とメールが来る！･・･久留米市消費生活センター
（相談事例）

内職先を見つけようと携帯電話の検索画面に「内職」と入力したら、出会い系サイトの画面が出て登録完了と表示されました。その際、住所、氏名、携帯番号、口座番号を入力するように指示があり、内職に必要なのだろうと考え、返信しました。内職メールは、客の相談相手になるというもので、メールアドレスを交換すると収入になるというものでしたが、個人情報が知られるのは嫌なので無視していました。

その後、Aサイトから「メール交換しないならサイトの中にいられなくなる、助けてあげるので５千円払って」と指示されたので、払ってしまいました。

これで終わったと思っていたところ、「２万円払わないと地獄に落ちる、逃げることも隠れることも出来ない」とメールが来て怖くなり、銀行から２万円を振り込みました。また、別のサイトからも「メール交換に失敗しているので10万円支払うように」とのメールが来ました。その後もひっきりなしに出会い系のメールが届きます。どうすればよいのでしょうか。（５０代　女性）

（処理結果）
今後は出会い系のメールについては、「メールを返信する、メールを開く」などせずに、相手にしないように伝え、しばらく様子を見て、相変わらず頻繁にメールが届くようであれば、メールアドレスを変えるように助言しました。　また、請求書や訴状などの書面が届いた場合は、改めて相談するように伝えました。
（アドバイス）

出会い系のメールは、ほとんどが有料メール交換（ポイントを購入してのメールを利用すること）であり、その被害の相談は後を絶ちません。興味があっても不審なメールは開かず削除しましょう。誤ってメールを開いても、返信ぜずに、家族や消費生活センターへ相談しましょう。



★「高齢者を狙った、送りつけ商法」にご注意！・・・飯塚市消費生活センター
（相談事例）

Aさんは、自宅に電話があり、「注文いただいた健康食品を送ります」と言われた。覚えがないので断わると、「注文を受けています」と電話が切れました。Aさんは不安になり、送って来た場合はどう対応したらよいかとの相談でした。（７０代　女性）

（処理結果）

　　 この場合注文はしていないので、送られて来た場合は受取り拒否する様に助言をしました。

（アドバイス）

近年、この様に高齢者を狙った、送りつけ商法の相談が去年の秋口あたりから増加しています。高齢者は、判断力や記憶力が落ちている為、過去に申し込みをしていたかも知れないと思い込みがちで、代引代金を払って被害に遭うケースもあります。
注意点として、
①申し込んでいると相手が言う場合、証拠を示す様相手に確認すること。口頭だけでは信じない事。
②商品が届いた場合（代金引替えが多い）受取り拒否をすることです。よくわからない時は、一人で悩まず最寄りの消費生活センターに相談しましょう。
★「火災保険で家の修理ができる」という勧誘に注意！…福岡市消費生活センター
（相談事例）
昨日、突然業者が自宅に訪れ、「お宅の屋根瓦がずれている。火災保険を使えば自己負担はないので修理をしたほうがいい。」と言うので契約した。よく考えると、業者の言うことをうのみにしてしまったので後悔しているが、断ることができるだろうか。

（処理結果）

　  訪問販売による契約で8日以内であればクーリング・オフできることを伝え，通知の方法を教えた。本当に屋根瓦がずれているかどうかについては、家を建てた建築会社などに見てもらうこと、修理をする場合は、事前に加入している保険会社に、補償対象になるかどうかなどを問い合わせるように助言した。
（アドバイス）

○電話や訪問で「火災保険で屋根などが修理できる。無料で調査・見積・保険の申請手続きをする。」と勧誘されて契約したが、工事内容がずさんだったり、必要のない修理までされたり、工事をした後で保険金が支払われなかったりするトラブルが全国的に起きています。

○火災保険の補償は、個々の契約によって異なります。風水害など自然災害で住宅に損害が発生した場合は、まずは自分で契約先の保険会社に相談し、保険金支払いの対象になるのか、申請方法はどうするのか等を確認しましょう。

○工事を行う場合は、複数の業者から見積を取りましょう。
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